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明石人骨出土推定地点の西八木層の花粉ダイアグラム
木本花粉の出現率は木本花粉総数を基数とし，草本花粉の出現率は
花粉・胞子総数を基数として算出した。
Fig．61
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3．考　察
　V層下部の試料Bの花粉化石群集とV層上部，IV層中・上部の試料2，4，5の3
試料の花粉化石群集とは，種構成，花粉出現率ともに明瞭な違いがあった。この違い
はV層堆積期からIV層堆積期への堆積環境の変化，すなわち古地理の変化を反映した
ものであろう。なぜなら，沿海暖地性のサルスベリ属や，コナンキンハゼ種子の産出
からその種に帰属するとみられるシラキ属花粉化石がV層上部とIV層から産し，前者
はとくに高率で産するが，V層下部からは産せず，　V層からIV層への沿海暖地的環境
への変化があったと考えられるからである。これは，堆積物の諸性質からV層が河成
の堆積物，IV層からH層下半部が海成の堆積物とされたことと矛盾しない。　V層上部
ですでにそれら植物群の花粉化石が産することから，堆積環境が海域になる前にすで
に沿海暖地化が進んでいたとみることもできる。V層上部とIV層から高率で産するヨ
モギ層は，以上のことと考え合わせると，カワラヨモギやハマヨモギのような河口や
塩性湿地に比較的大きな群落をつくる種であった可能性が高い。
　西八木層と同時代性が高いと考えられている中位段丘堆積層や，これに連続する沖
積面・海底面下の地層は大阪湾とその周辺地域でよく知られており，花粉化石群集に
ついてもいくつかの報告がある。古谷（1978）は地質層序・花粉層序学的検討に基づ
いて，大阪平野の中位段丘堆積層である上町層中部粘土層・上部砂礫層と，伊丹台地
の伊丹粘土層，大阪平野下のMa12層（海成粘土層）は，同一期の海進（上町海進）に
よって堆積した一連の海成層であるとし，大阪平野下の層序を基準にしてMa12を花
粉層序単位のD帯とした。Ma12層のD帯は，トウヒ属が低率で5％以上に達しない，
コウヤマキ属が5～15％で比較的安定して出現する，サルスベリ属が部分的に高い出
現率を示す，などの点で他帯と区別されるとしている。D帯は更に全部で8亜帯（D
O～D7）に細分された。彼はまた，　HuzlTA　and　MAEDA（1971）が報告した，尼
崎市塚口町地下のMa12層（伊丹粘土層として記述）の花粉分析結果とD帯の花粉化
石群集を比較し，D1～D6亜帯の花粉群集変遷が認められるとしている。
　西八木層のV層とIV層の花粉化石群集は，コウヤマキ属がやや低率ではあるけれ
ど，古谷（1978）が記載したD帯の花粉化石群集の特徴をほぼ備えており，とくに最
下部のD1亜帯と類似点が多い。　Ma12のD1亜帯は，サルスベリ属，ハンノキ属，
コナラ属コナラ亜属が高率で産し，コナラ属アカガシ亜属が低率でしか産しないこと
で特徴づけられるので（古谷　1978），厳密にはV層上部とIV層の花粉化石群集がD1
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亜帯に酷似すると言えるだろう。Ma12層のD1亜帯と比較して，西八木層のV層上
部とIV層の花粉化石群集は，花粉・胞子総数のうち約62～73％の草本花粉を含み，モ
ミ属などの針葉樹花粉の出現率がやや低いといった相違点もあげられるが，こうした
違いはどちらかといえば局所的な堆積環境の違いに起因する場合が多い。
　このように，西八木層のV層上部とIV層の花粉化石群集は大阪平野下のMa12層の
D1亜帯のそれに酷似するが，今回の検討結果はあくまで1地点の局地的なものにす
ぎず，かつ堆積層が砂礫層，砂層という，花粉分析にはやや不向きな堆積物であった
こともあり，花粉化石群集のみからこまごまとした対比論を展開するのは避けなけれ
ぽならない。
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Pollen　Assemblages　from　the　Mshiyagi　Formation
　　　　　　　　　　TsuJI　Sei．ichiro
　Pollen　assemblages　from　the　Late　Pleistocene　Nishiyagi　Formation　at　the
excavation　site　studied　to　confirm　and　reveal　the　evidence　of　paleolithic　man
and　the　paleoenvironment　are　described．　Both　beds，　namely　the　V　and　the　IV
at　this　site，　yields　abundant　pollen　fossils．　The　lower　part　of　the　V　bed　contains
arboreal　pollen　with　high　frequencies（59％），　and　is　characterized　l）y　a　domi．
nance　of　AZημs　and　concomitant　9据πμ3　subgen．　Lθ力405αZα批5　pollen．　On　the
contrary，　in　the　upper　part　of　the　V　bed　and　the　lV　bed，　the　frequencies　of
arboreal　pollen　are　generally　low　（24　to　36％），　andΩμ6rcμ3　subgen．　Lψi40・
わαZαηzz∫，　P仇μ5，　Cαrρ仇μ∫・0∫方yα，α〃λμ∫・Z6艮oτ戊α’・佐勿ψz¢Zθαand　Lα96r∫彦roeηπα
are　the　malor　arboreal　pollen．　The　former　differs　from　the　latter　in　containing
no　pollen　of　the　warm－temperate　element　such　asμgθτ5方oε斑α，　S嬢㌦勿and
M硫α，and　the　temperate　conifer　including∠46‘β5　and　Tsμg泌．　The　pollen　assem．
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blages　of　both　beds　are　very　similar　to　those　of　the　lower　part　of　the　Ma12
bed，　namely　DI　subzone　based　on　the　pollen　stratigraphy，　deposited皿der　the
Uemachi　transgression　in　the　Osaka　district．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　List　of　tables　and　figures
Tab．10　Results　of　pollen　counts　of　a　sample　taken　from　the　Nishiyagi　Forma．
　　　　　　tion　at　the　1985　excavation　site　where　the　Akashi　imominate　bone　was
　　　　　　discovered．
Fig．61　Pollen　diagram　of　a　sample　taken　from　the　Nishiyagi　Formation　at　the
　　　　　　1985excavation　site　where　the　Akashi　inllominate　bone　was　discovered．
　　　　　　The　percentages　of　arboreal　pollen　are　calculated　from　the　total　arboreal
　　　　　　poUen，　and　percentages　of　nonarboreal　pollen　are　calculated　from　the　total
　　　　　　pollen　and　spore　counts．
（Department　of　Biology，　Faculty　of　Science，　Osaka　City　University）
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